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研究紹介の本文：piRNAは生殖組織特異的に産生される小分子 RNAであり、トランス

ポゾンの発現抑制に寄与する。piRNA産生因子の多くは細胞質において顆粒状の局在

パターンを示す特徴がある。特に、ショウジョウバエ卵巣生殖細胞では、piRNA産生

因子が凝集し、非膜性の細胞質顆粒体 Nuage（ヌアージュ）を形成する。RNAヘリカ

ーゼである Vasaタンパク質はそのコアとされる。近年、Vasaは二液相分離（LLPS）

を起こし、非膜性の顆粒体を形成し、Nuageの足場となることが示唆されている。本

研究では、ショウジョウバエ Vasaに着目し、精製タンパク質を用いた in vitroで

の LLPS の仕組みとともに、in vivoでの Nuage形成の仕組みを明らかにしたい。 

 

図：ショウジョウバエ生殖細胞様培養細胞にお

ける Vasaの局在パターン。Vasaは核膜周辺に非

膜性の顆粒状局在を示す。 
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